




●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」及び電気配線工事説明書に従っ
　て施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

電気配線工事説明書電気配線工事説明書 PCH012D005

電気配線工事は電気設備技術基準及び内線規程に従い、電力会社の認定工事店で行ってください。

安全上のご注意
●下記のことを必ず守ってください。守らないときは、感電による火災、感電又は過熱、ショートによる火災のおそれがあります。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付けが不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●電源プラグを差し込む際は、電源プラグ側だけでなく、コンセント側にもホコリの付着、詰まり、がたつきがないこ
　とを確認し、刃の根元まで確実に差し込む。
　ホコリの付着、詰まり、がたつきがあると、感電、火災の原因になります。コンセントにがたつきがある場合は、交換してください。
●別売品は、必ず当社指定の部品を使用する。また、取付けは専門業者に依頼する。
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付けに不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。
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●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、
　故障や漏電のとき感電の原因になることがあります。

注意

●電源には必ず漏電遮断器（高調波対応品）を取付ける。
　漏電遮断器が取付けられていないと感電の原因になることがあります。
●正しい容量のブレーカ（漏電遮断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・配線遮断器）を使用する。
　大きな容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量に合った規格品の配線を使用する。
　漏電や発熱・火災などの原因になることがあります。
●室内外接続用端子台および電源用端子台に単線とより線を併用しない。
　また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
　端子台のねじゆるみや接触不良が生じ、発煙・発火の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

①電源・室内外・全熱交換器配線の接続
●機器毎に設定された過電流及び漏電遮断器（感度電流３０ｍA）を設置してください。
● 専用の分岐回路を用い、他の機器と併用しないでください。併用した場合、電源ブレーカ落ちによる２次災害が生じる恐れがあ
ります。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
● 室内ユニットに接続する電源線は３．５ｍｍ２まで使用可能です。５．５ｍｍ２以上の配線を使用する場合は、専用のプルボック
スを使用し、室内ユニットへ分岐してください。
●ユニットの外部では、リモコン線と電源線が直接接触しないように施工してください。
● 天井裏内の配線（電源・リモコン・室内外接続線）はネズミ等により、かじられ切断することもありますので、なるべく鉄管等
の保護管内に通してください。
●信号側端子台に２００Ｖ電源を絶対に接続しないでください。故障の原因となります。
●信号線を途中接続する場合には、絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。
●配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。
●電源は工事が完了するまで入れないでください。
●ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続
　① ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続は、制御箱の蓋を取外し、電源側端子台、信号側端子台に番号を合わせて
接続してください。また、アース線は、電源側端子台アース端子に接続してください。

　② 電源には必ず漏電遮断器を取付けてください。漏電遮断器は、インバータ回路用遮断器（三菱電機製ＮＶ－Ｃシリーズまたは、
その同等品）を選定してください。

　③ 漏電遮断器が地絡保護専用の場合には、漏電遮断器と直列に手元開閉器（開閉器＋Ｂ種ヒューズ）または、配線用遮断器が必
要となります。

冷暖フリーマルチの場合
分流コントローラの配線
●本ユニットを冷暖フリーマルチとして使用する場合は分流コントローラ（別売品）に付属の据付説明書をご覧ください。

③アドレス設定
アドレス設定は、（１）手動アドレス設定、（２）自動アドレス設定の２方法ができます。
自動アドレス設定の場合、アドレス設定後、ワイヤードリモコンからアドレスの変更が可能です。
設定方法は、室外ユニットに付属の説明書をご覧ください。
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④リモコンの取付け（別売部品）
●次の位置へ取付けないでください。
　○直射日光の当たる所
　○発熱器具に近い所
　○湿気の多い所、水が飛散する所
　○取付面が発熱・結露する所
　○油の飛沫や蒸気が直接触れる所
　○取付面の凹凸がある所

リモコン取付・配線
①リモコンの取付けは、リモコン付属の説明書に従ってください。
②リモコン線は、０．３ｍｍ２×２心の電線またはケーブルを使用してください。( 現地手配 )
③リモコン線の総延長は６００ｍです。
　 延長距離が１００ｍを超える場合は、下記サイズに変更してください。但し、リモコンケース内を通る配線は最大０．５ｍｍ２

以下とし、リモコン外部の近傍で配線接続により、サイズを変更してください。
　　１００～２００ｍ以内・・・・・０．５ｍｍ２×２心
　　　　　　３００ｍ以内・・・・・０．７５ｍｍ２×２心
　　　　　　４００ｍ以内・・・・・１．２５ｍｍ２×２心
　　　　　　６００ｍ以内・・・・・２．０ｍｍ２×２心
④誤動作する場合がありますので、多芯ケーブルの使用は避けてください。
⑤リモコン線はアース（建物の鉄骨部分または金属など）からできるだけ離してください。
⑥リモコン線は確実にリモコンと室内ユニットの端子台に接続してください。（極性はありません）

１リモコンによる複数台室内ユニット制御
① １つのリモコンで複数台のユニット（最大１６台）をグループ制
御できます。
　同一モード、同一室温設定で運転します。
② グループ制御用に各室内ユニット間を２心のリモコン線にて渡り
配線してください。
③ 室内・室外Ｎｏ．を手動アドレス設定にてセットしてください。
　○ 室内ユニット基板上のロータリーＳＷ１、ＳＷ２により、室内
Ｎｏ．を重複しないように設定してください。

　○ 室外ユニットの室内Ｎｏ．設定も必要です。忘れずに設定して
ください。

④ 右図のように室外ユニットが複数台の場合でもリモコン複数台制
御可能です。

　 電源投入後、リモコンのエアコンＮｏを押すと室内アドレスが表
示されますので、▲ ▼ ボタンで接続されている室内アドレスがリ
モコンに表示されることを、必ず確認してください。

 室内ユニット確認方法
エアコンＮｏ．が表示されている時に運転切換ボタンを押すとその
Ｎｏ．の室内ユニットが送風運転します。（表示例：「内 000送風」）
再度運転切換ボタンを押すと、送風運転を停止します。
但し、エアコンが運転中の場合は無効です。

 複数リモコン使用時の親子設定
室内１台（又は１グループ）に対して、最大２個までリモコンを接
続できます。後操作優先で運転します。
ワイヤードリモコン２台、あるいはワイヤードリモコン +ワイヤレ
スキット、あるいはワイヤレスキット２台のいずれかの組合せがで
きます。

① 子リモコンの切換えスイッチ（ワイヤードリモコン：ＳＷ１、ワ
イヤレスキット：ＳＷ１－２）を「子」に設定してください。初
期設定は「親」設定です。

　○ 注意　リモコンセンサ有効設定は親リモコンのみ可能です。親
リモコンを室温検知させる位置に取付けてください。

リモコン線(無極性)

  
リモコン
ＳＷ１「親」 

室内ユニット

  

  
リモコン
ＳＷ１「子」 

スイッチ 設定 機能内容 
親 親リモコンワイヤードリモコン:ＳＷ１

ワイヤレスキット:ＳＷ１-2 子 子リモコン

室外ユニット
Ｎｏ．０１

室内ユニット
室外Ｎｏ．０１
室外Ｎｏ．０１

室外ユニット
Ｎｏ．０２

室内ユニット 
室外Ｎｏ．０１
室内Ｎｏ．０２

 

 

室内ユニット  
室外Ｎｏ．０１
室内Ｎｏ．０３

 

 

室内ユニット
室外Ｎｏ．０２
室内Ｎｏ．０４

室内ユニット  
室外Ｎｏ．０２
室内Ｎｏ．０５

 

 

室内ユニット  
室外Ｎｏ．０２
室内Ｎｏ．０６

 

 

 
リモコン
 

リモコン線(無極性) 

信号線

A B A B

A B A B

X Y

A B

X Y

A B

X Y

X Y

A B

X Y

A B

X Y

X Y

X Y

X Y X Y

4裏面へつづく
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②電気配線取出し位置および電気配線接続
● 電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」「内線規程」及び電気配線工事説明書に従って施工し、
必ず専用回路を使用してください。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
●電源配線と通信配線は同一経路を通さないようにしてください。誤動作や故障の原因になることがあります。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●電気配線工事の詳細は、付属の電気配線工事説明書をご覧ください。

１．電装箱の蓋 ( ねじ２本 ) を取外し、上部の引掛けを外してください。
２．各配線をユニット内に入れ、端子台に確実に接続してください。
　　コントロールボックスの蓋に貼付の結線銘板参照ください。
３．各配線をクランプで固定してください。
４．取外した部品を元通りに取付けてください。

電源側端子台

1
2

3
X
Y
A
B

1
2
3
4
5
6

通信側端子台

TB1

TB2

TB3

リモコン線

スーパーリンク線

全熱交換器側端子台

室内ユニット電源線

全熱交換器用配線

強電配線用バンド

弱電配線用バンド

（電源側端子台には
全熱交換器の電源
は接続しないでく
ださい）

配線系統図（室外・室内ユニット接続要領）

電源仕様

注 1．配線こう長は、電圧降下２％とした場合を示します。上記の配線こう長を越える場合は、内線規程に従い、配線太
　　　さを見直してください。
注 2．リモコン線の延長距離が100ｍを越える場合は、　　　　　　　　   に従い、配線太さを見直してください。

適合配線

電源線

信号線

室内機電源仕様
こ線配式　　形 う長 信号線 リモコン線 アース線漏電遮断器定格 開閉器容量

SAF-DXP3503
5003
8003 15A 30mA 0.1sec 30A

ヒューズ 電源線太さ

15A 2.0mm2×2 0.3mm2×2心 2.0mm20.75～1.25mm2
×2

10003

リモコン線

2.0～3.5mm2

0.75～1.25mm2

0.3～1.25mm2

2000m

③リモコンの取付け

室内ユニット TB2

１ ２ ３ ４ ５ ６

５１Ｘ１ＸＲ2５２Ｘ１

AC200V

ＴＢ２

全熱交換器

外
部
運
転
入
力

加
湿
器

外
部
運
転
入
力

異
常
出
力

全
熱
交
換
器

室内ユニット TB2

HS：ヒューミディスタット

１ ２ ３ ４ ５ ６

５１Ｘ１ＸＲ2５２Ｘ１

AC200V

ＴＢ２

信号線（室外-室内機間）

リモコン線

室外ユニット

アース

 室内ユニット1①
②

リモコン

アース

室内ユニット2①
②

リモコン

信号線（室内機間）

リモコン線

A B

A B

X Y

X Y

A B

X Y

X Y

器
閉
開
元
手

　

は
た
ま

器
断
遮
用
線
配

器
断
遮
電
漏

室内ユニット

加湿器単独での配線接続例

側
電源線

全熱交換器との配線接続要領

B

202008

HS

加湿器

●
③④の暖房出力は、運転/停止に関わらず、暖房モード時に出力されます。
必ず、SAFの運転に連動して加湿器が運転する接続としてください。

●
必ず、SAFの運転に連動して全熱交換器が運転する接続としてください。
全熱交換器のリモコンでは運転しないでください。

● 詳しくは全熱交換器据付説明書・取扱説明書をご覧ください。



⑤リモコンによる機能設定

⑥試運転

リモコンを次の手順で操作してください。
１．冷房試運転の開始
　　①運転／停止ボタンを押して、運転します。
　　②運転切換ボタンにより、「冷房」を選択します。
　　③試運転ボタンを３秒以上押します。
　　　表示が、「冷房試運転▼」となります。
　　④「冷房試運転▼」の表示で、セットボタンを押すと、冷房試運転を開始します。
　　　表示は、「冷房試運転」となります。
２．冷房試運転の解除
　　下記のいずれかの操作が行われた時、冷房試運転は解除され、「冷房試運転」表示は消灯します。
　　①運転／停止ボタンが押された時。
　　②温度設定 ∧ ボタンが押された時。
　　③運転切換ボタンにより冷房以外のモードに変えた時。
　　④冷房試運転開始より、３０分経過した時。

冷房試運転方法

リモコン操作により、運転データの確認ができます。
[操作手順 ]
１．点検ボタンを押します。
　　表示が「運転データ表示▼」となります。
２．「運転データ表示▼」の表示で、セットボタンを押します。
３．リモコンに接続されている室内ユニットが１台の場合、
　　「データ確認中」表示となり、（データを読み込む間点滅表示）
　　その後、運転データ項目０１（右表）が表示されます。
　　７. へお進みください。
４．リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合、
　　 接続されている室内ユニットの中で、最も小さい室内アドレス

が表示されます。
　　[例 ]「室内機選択 」（１秒間点灯）「内０００▲」( 点滅 )
５．▲ ▼ ボタンで、表示したい室内アドレスを選びます。
６． セットにより確定します。（室内アドレスが点滅から点灯に変

わります。）
　　「内００１」（選択した室内アドレスを２秒間点灯）
　　　　↓
　　「データ確認中」（データを読込む間点滅表示）
　　その後、運転データ項目０１が表示されます。

７．▲ ▼ ボタンにより、現在の運転データを確認できます。
　　表示される項目は右記の通りです。
　　※ 機種により該当するデータがないものは、その項目は表示さ

れません。
８． 室内ユニットを変更する場合は、エアコンＮｏ．ボタンを押す

ことにより、室内ユニット選択表示に戻ります。
９．運転／停止ボタンを押すと、終了します。

設定の途中で、リセットボタンを押すと、一回前の設定画面に戻り
ます。

◎ 運転データの確認は、リモコン２台で室内ユニットを運転する場
合、親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はで
きません。）

運転データの確認方法

ドレンポンプ運転がリモコン操作により可能です。
リモコンを次の手順で操作してください。
１．ドレンポンプ強制運転の開始
　　①試運転ボタンを３秒以上押します。表示が「冷房試運転▼」となります。
　　②▼ボタンを一度押し、「ドレンポンプ運転 」を表示させます。
　　③セットボタンを押すと、ドレンポンプ運転を開始します。表示：「セットで停止」
２．ドレンポンプ運転の解除
　　①セットボタン又は、運転／停止ボタンを押すと、ドレンポンプ強制運転を解除します。エアコンは停止状態となります。

◎リモコン２台で室内ユニットを運転する場合、親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はできません。）

ドレンポンプ試運転方法

番号 データ項目 
冷房（運転モード）    
設定＿℃（設定温度）  
吸込＿℃（吸込温度）  
リモコンセンサ＿℃（リモコンセンサ温度）  
ＴＨＩ-Ｒ１＿℃（室内熱交センサ/Ｕベンド）  
ＴＨＩ-Ｒ２＿℃（室内熱交センサ/キャピラリ） 
ＴＨＩ-Ｒ３＿℃（室内熱交センサ/ガスヘッダ） 
内ファン＿速（室内ファン速調）  
要求＿Ｈｚ（要求周波数） 
アンサー＿Ｈｚ（アンサー周波数）  
内ＥＥＶ＿Ｐ （室内膨張弁開度） 
内運転＿Ｈ（室内運転積算時間）  
外気＿℃（外気温度）  
ＴＨＯ-Ｒ１＿℃（室外熱交センサ） 
ＴＨＯ-Ｒ２＿℃（室外熱交センサ） 
コンプ＿Ｈｚ（コンプ周波数）  
ＨＰ＿ＭＰａ（高圧）  
ＬＰ＿ＭＰａ（低圧） 
Ｔｄ＿℃（吐出管温度）  
ドーム下＿℃（ドーム下温度） 
ＣＴ ＿ Ａ （ ＣＴ 電流）
ＳＨ制御＿℃（ＳＨ制御値）  
ＳＨ＿℃（実ＳＨ） 
ＴＤＳＨ＿℃（実ＴＤＳＨ） 
保護制御Ｎｏ．（コンプ保護ステータスＮｏ．） 
外ファン＿速（室外ファン速調） 
６３Ｈ１（６３Ｈ１/ＯＦＦ）
デフロスト（デフロストＯＮ/ＯＦＦ） 
コンプ＿Ｈ（コンプ運転積算時間） 
外ＥＥＶ１＿Ｐ（室外膨張弁開度ＥＥＶＣ） 

０１
０２
０３
０４
０５
０６
０７
０８
０９
１０
１１
１２
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９ 外ＥＥＶ２＿Ｐ（室外膨張弁開度ＥＥＶＨ） 
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⑩故障診断方法
異常発生時の運転データを記憶し、リモコンから異常運転データの確認ができます。
データ項目は ④試運転 の項目を表示します。
※機種により該当するデータがないものは、その項目は表示されません。
[ 操作手順 ]
１．点検ボタンを押します。表示が「運転データ表示▼」となります。
２．▼ボタンを一度押して、「エラーデータ表示▲」に切換えます。
３．セットボタンを押すと、異常運転データ表示モードに入ります。
４． リモコンに接続されている室内ユニットが１台の場合は、以下の

表示となります。
　　① 異常履歴がある場合：エラーコードと「データ確認中」を表示

します。
　　　[例 ]「Ｅ８」（エラーコード）
　　　「データ確認中」（データを読み込む間点滅表示）
　　　 続いて、データが表示されます。８へお進みください。
　　② 異常履歴がない場合：「異常なし」を３秒間表示し、本モードを

終了します。
５． リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合は、以下

の表示となります。
　　① 異常履歴がある場合：接続されている室内ユニットの中で、最

も小さい室内アドレス番号とその室内ユニットのエラーコード
を表示します。

　　　[例 ]「Ｅ８」「内０００▲」（点滅）
　　②異常履歴がない場合：アドレス番号表示のみとなります。
６．▲ ▼ ボタンで、表示したい室内アドレスを選びます。
７． セットにより確定します。（室内アドレスが点滅から点灯に変わります。）
　　[例 ]「Ｅ８」「内０００」（選択した室内アドレスを２秒間点灯）→「Ｅ８」
　　「データ確認中」（データを読込む間点滅表示）　　　続いて、データが表示されます。
　　異常履歴がない室内ユニットを選択した場合は、「異常なし」を３秒間表示し、室内アドレス表示に戻ります。
８．▲ ▼ ボタンにより、異常運転データを確認できます。
９．室内ユニットを変更する場合は、エアコン№ボタンを押すことにより、　室内ユニット選択表示に戻ります。
１０．運転／停止ボタンを押すと、終了します。
　設定の途中で、リセットボタンを押すと、一回前の設定画面に戻ります。
◎ 異常運転データの確認は、リモコン２台で室内ユニットを運転する場合、親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操
作はできません。）

室内ユニットエラーコード 

赤（点検） 緑（正常） 
連続点滅 
消灯  

連続点滅 

不定 

Ｅ２ １回点滅 連続点滅 

Ｅ３ 

Ｅ５ 
Ｅ６ 
Ｅ７ 
Ｅ9
Ｅ10
Ｅ１1

Ｅ１２ 

Ｅ１６
Ｅ１８
Ｅ１９
Ｅ２８

Ｅ６３

 ２回点滅 連続点滅 

２回点滅 連続点滅 
１回点滅 連続点滅 
１回点滅 連続点滅 
１回点滅 連続点滅 

連続点滅 
連続点滅 

室内Ｎｏ． 室外Ｎｏ． 
新仕様  ００１～１２７ ４９ 

０～４７ ４８，４９ 
４８，４９ ０～４７ 

１回点滅 連続点滅
１回点滅 連続点滅
１回点滅 連続点滅

連続点滅
Ｅ３０以上 連続点滅

消灯 
消灯 

消灯 

不定 

消灯 
消灯 

消灯
消灯
消灯 連続点滅

室外ユニット点検（室外基板ＬＥＤ点検）
緊急停止

ファンモータ異常
Ｅ１5 １回点滅 連続点滅 室内吹出空気温度センサー断線・短絡

親子室内アドレス設定不良
運転チェックモード設定不良
リモコンセンサー断線

室内吸込空気センサー断線・短絡 
フロートＳＷ作動。全熱交換器異常
リモコン複数台制御接続台数オーバー 
親室内機設定不良 

室内アドレスＮｏ．重複（運転中のみ検知） 
室内機接続台数オーバー（運転中のみ検知） 
 室外電源ＯＦＦ又は欠相 
対応室外アドレスＮｏ．無し 
室内外伝送不良、室外マイコン異常 
室内熱交センサー断線・短絡 

内容 

Ｅ１ 

消灯 

室内基板→リモコン伝送不良 
リモコン線にノイズ 
室内マイコン暴走 

電源部不良、室内電源ＯＦＦ又は欠相  
正常 

１回点滅 

リモコン 
表示 

室内基板ＬＥＤ 

室内ユニットアドレスＳＷ   スーパー 
リンク   

旧仕様  

連続点滅 

⑦制御の切換
●室内ユニットの制御内容を下記方法にて切換可能です。（　　　は工場出荷時の設定）
スイッチＮｏ．
ＳＷ１
ＳＷ２
ＳＷ３
ＳＷ４

制御内容 スイッチＮｏ． 制御内容

室内アドレス（１位）
室内アドレス（１０位）

室外アドレス（１０位）
室外アアドレス（１位）

スイッチＮｏ．制御内容
ＯＦＦ （必ずOFFで使用）
スーパーリンクは新旧自動判別

ＳＷ５－２

ＳＷ５－１

室内アドレス（１００位）

ＯＮ
ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＳＷ６－１～４

運転チェック・ドレンポンプ運転試
通常運転

機種容量

ＳＷ７－１

ＳＷ７－2
ＳＷ７－3 ＯＦＦ（吸込） /ON（吹出）温度制御
ＳＷ７－4 ＯＦＦ（圧力制御手動切換） /ON（自動切換）

予備

⑧室内基板ＣＮＴコネクタの機能

出力１ エアコン運転出力（エアコンＯＮ時ＸＲ１＝ＯＮ）
出力２ 暖房出力 
出力３ サーモＯＮ出力（サーモＯＮ時ＸＲ３＝ＯＮ）
出力４ エアコン点検出力（エアコン点検時ＸＲ４＝ＯＮ）

ＸＲ５  ＯＦＦ⇒ＯＮ  エアコンＯＮ出荷時 
ＸＲ５  ＯＮ⇒ＯＦＦ  エアコンＯＦＦ

入力５

現地切換 
（リモコン機能設定） 

ＸＲ５  ＯＦＦ⇒ＯＮのパルス信号
によりＯＮ/ＯＦＦ反転

●ＸＲ１～４はＤＣ１２Ｖリレー（オムロン製ＬＹ２Ｆ相当品） 
●ＸＲ５は、 ＤＣ１２，２ ４Ｖまたは１ ００Ｖリレー （オ ム
ロン製ＭＹ２Ｆ相当品）  

●ＣＮＴコネクタ（現地側）メーカ、形式  
  コネクタ：モレックス製  ５２６４－０６  
  端子    ：モレックス製  ５２６３Ｔ  

●機能  

●遠方発停・

● 

監視キットを 別売品にて準 備しておりま すの で
ご利用ください。  

1 

2 

3 

4 

5 

6 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

アカ 

CＮT 
（青・6P） 

室内機ユニット 
制御箱 

＋12 
クロ XR1 XR1 

XR2 
XR3 
XR4 

XR2 
XR3 

XR5 

XR4 
XR5 

キ 

アオ 

チャ 

ダイ 

シロ 

クロ 

キ 

アオ 

チャ 

ダイ 
ダイ 

コモン 

出力1 

出力2 

出力3 

出力4 

遠方発停スイッチ 
又はタイマー接点 

AC100V 
DC12V 
DC24V 

入力 

注（1）0.3mm2×2m 

注（1）2mより長くしないでください。 
プリント基板 遠方発停・監視キット 

0.75mm2×0.2m 

突合せ形接続子 
（適用範囲0.75～1.25mm2） 

冷暖フリーマルチ用分流コントローラの信号線を接続する
場合，分流コントローラに付属の据付説明書に従い、
CNTあるいはCNT2に接続してください。

●XR2（暖房出力）は組込み済みです。
　全熱交換器の加湿器連動に使用します。
　遠方発停・監視キットを使用する場合はキットの出力（コモンー出
　力2） ください。

8PCH012D0057

⑨冷房時の全熱交換器バイパスダンパ制御
●吸込温度により，全熱交換器のバイパスダンパを制御
（ON/OFF）します
●リレー出力：DC12Vリレー（オムロン製LY2F相当品）

吸込温度（℃）

吸込温度上昇
吸込温度下降

CnD：ON

10 12 16 18
FFO：DnCFFO：DnC
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